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【はじめに】 

現在、太陽光から電気エネルギーに変換できる太陽電池が注目されており、最近では、省資源

（エコロジー）の観点より薄膜構造の太陽電池が期待されているが、高い変換効率を得ることが

困難である。異なる光吸収波長を持つシリコンを積層させたタンデム構造薄膜太陽電池によって、

比較的高い変換効率が得られている[1]。ブルーレーザダイオードアニール（BLDA）によれば、

ガラス上に 1μm厚前後の Si膜の結晶化が可能である[2]。そこで、BLDA により結晶化された Si

膜上に水素化アモルファスシリコン（a-Si:H）を積層させたタンデム構造薄膜太陽電池のセル構造

を想定し、その結晶性と電圧－電流特性及び、エネルギー変換効率の関連性を検討した。 

 

【シミュレーション方法とシミュレーション結果】 

解析は、SILVACO 社のデバイスシミュレー

タ「ATLAS」を用いて行った。Fig.1 に示すよ

うなタンデム構造薄膜太陽電池を想定した。シ

ミュレーションでは、実際の光学特性を示す屈

折率n及び消衰係数kの実測値を用いることで、

より精度の高い解析が可能となる。発表では、

膜厚 2μm 一定の条件下での各層膜厚、結晶性

と素子特性の関連性を報告する。 
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